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【はじめに】 

我々は材料に挿入した光ファイバからの反射光電力を測定し，フレネルの反射式を用いて屈折

率の測定を行ってきた 1)。今回を ASE光源からレーザ＋偏光スクランブラに，パワーメータを偏

光アナライザにそれぞれ変更し，材料の屈折率偏光依存性の評価を行った。 

【実験・結果】 

測定光学系を図 1に示す。波長 1550nmの LD の光を偏光スクランブラ・サーキュレータを通し

てサンプルに挿入したファイバに接続し，その反射光を再びサーキュレータを介し偏光アナライ

ザにより測定した。サンプルは 0.5mmのスペーサを用い上下をカバーグラスで挟みこむことで作

製した。PSと PMMAを被測定材料とした。ただし PMMA単体では屈折率が光ファイバの屈折率

と近いため測定が困難であったため，DR1を 10wt%添加し屈折率を 1.61程度まで上昇させてから

測定を行った。使用した偏光アナライザは偏光の状態をストークスパラメータによって得られる

ものであるが，今回偏光方向によって複屈折に起因する反射率の変化を知りたいため，通常のポ

アンカレ球（偏光表示球）ではなく，偏光表示楕円体により評価した。PSについて測定した結果

を図 2 に示す。複屈折は楕円の中心のずれから算出することができる。この結果から算出された

複屈折は 0.0067であり，文献の値とほぼ一致しているため妥当な結果である。その他測定結果の

詳細は当日報告する。 
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